
     

藤田守彦 会長 年度テーマ

＝先人に感謝、今日から、そして明日へ＝
ホップ、ステップ、ジャンプ！！

例会場 名古屋クレストンホテル

TEL 052-264-8000

例会日時 木曜日 12：30

プログラム･クラブ会報広報委員長 岩田 宏

創 立

承 認

会 長

幹 事

1995 年 3 月 9 日

1995 年 3 月 28 日

藤田 守彦

田島 陽介

事務局 名古屋市中区栄 3-29-1

名古屋クレストンホテル 1007 号

TEL  052-263-1324

FAX  052-263-0730

Mail rc.nagoya-marunouchi@waltz.ocn.ne.jp

HPhttp://www.nagoya-marunouchi-rc.org/

第 8４０回 例会Ｎｏ．２４ 平成 ２５年１月１０日（木） 晴

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ 「君が代」「奉仕の理想」

■ 出席報告 会員４２名中２４名出席

■ 出席率

■ 修正出席率

６１.５４％   出席計算人数３９名

１２月２７日  休会

会長挨拶                      藤田守彦

新年明けましておめでとうございます。本年も宜しく御願

い申上げます。

さて、昨年末の政権交代後、にわかに株高、円安、にふ

れ、私どもにとっては良き傾向にあると歓迎をしておりま

すが、昨日もニュースを見ておりましたら、経済評論家

が「円安によるデメリット」」などと言い出しております。私

は今の水準では円安とは言い難いです。まったく困った

もので有り、メディアが国民を欺いている様にしか見えま

せん。

話題を少し変えますが、今年は巳年であります。過去巳

年は大きな変化をもたらす年回りと言われております。

１２年前は「アメリカ同時多発」過去は「中国文化大革命」

「ベルリンの壁崩壊」「真珠湾攻撃」などが全てにおいて

［巳年］にて発生しております。私は巳年が決して悪いと

は言っておりませんので巳年の方は誤解なき様に御願

いします。

ここからは、ある方から聞いた御話を紹介しますが、今

年、経営者は健康に注意しなさい。という事でした。もち

ろん何もなく平穏無事に一年が過ぎれば一番良いので

すが、大きな変化があった時、大小の影響がある事は

否めません。その対処をするには心身共に健康でなけ

ればなりません、という事です。

新年早々、ややこしい御話をしましたが、今年一年の健

康を祈念しまして会長挨拶とさせて頂きます。

１月の祝福
誕生日 結婚記念日

１５日 高山さんご夫人 ２６日 岡田さん

１８日 安江さんご夫人 渡邉さん

２０日 藤野さん

２６日 大岩さん

ニコＢＯＸ
●新年おめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い

申し上げます。本日のクラブフォーラムにて東日本大震

災被災地の支援活動を、吉田光一さん・西川 博さんより

お話いただきます。どうぞ宜しくお願い致します。

藤田会長、吉田、矢野、成田、立石、若原、金子、磯部、

西川、川原、水野、岩田、加藤、森田、後藤、長谷川、柴

田孝一、松尾、河原、亀井、和田（敬称略）

大塚 新年が来るたびに、今年こそ良い年になります様

に！！と何度神頼みしたことやら。それでも、

今年こそ良い年になります様に！！

大岩 お誕生日プレゼントありがとうございました。

岡田 新年おめでとう。

田島幹事 新年おめでとうございます。年末年始は志賀

高原で過ごしました。30 年前から比べると信じられない

程空いていて快適でした。

本日合計 ６０，０００円

クラブフォーラム

「東日本大震災被災地への支援活動＝石油ストーブ＝」

副会長  吉田光一

会長エレクト 西川 博



西川 博さんの事業所に保管されていた石油ストーブを

整備され、五台を石巻ロータリークラブ様、十台をセイホ

ク株式会社様へ寄付される事をご報告頂きました。

カンボジア 職員室寄贈 寄付御礼

会長  藤田守彦

皆様からの御寄付の総額が 50 万を超える見込みとなり

ました。たくさんのご寄付を頂き心より感謝申し上げます。

残りの額を副会長の吉田光一さんと私で折半し、今月中

旬には現地に送金し、職員室は2月中に完成予定です。

☆☆例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎１月１７日（木） 第８４１回例会 例会変更

「社会奉仕夜間例会」 18：30～名古屋クレストンホテル

◎１月２４日（木） 第８４２回例会  外部卓話

     愛知県立名古屋壟学校 校長  佐藤 賢 様

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ ☆

2013 年１月１０日 役員理事会 議事録

日時：平成２５年１月１０日（木） 12：00～12：25

場所：名古屋クレストンホテル クラウンルーム

出席者：藤田守彦、吉田光一、西川 博、長谷川龍伸、

磯部 徹、大岩とよみ、成田勝彦、水野裕善、

田島陽介、加藤久明

議題：１．退会承認の件  二俣景一さん 中村昭夫さん

２． カンボジア「職員室」送金の件

３．東日本被災高校生支援金送金の件

３．その他

田中作次 ＲＩ会長メッセージ

（ROTARY JAPAN WEB より抜粋）

「ロータリーの徽章をいつもあなたの襟に」

私は日本人ビジネスマンであり、ほぼ毎日、背広を着用します。

そして襟には必ずロータリーの徽章を着けています。それは、

ロータリアンであることに誇りを感じているからです。ロータリー

の徽章を着けていれば、どこへ行っても、誰が見ても、私がロ

ータリアンであることは一目瞭然です。それを目にした人がロ

ータリアンであれば、私が友人だとわかるでしょう。徽章は、ロ

ータリアン以外の人の目にも留まります。それらの人たちみん

なに、この徽章の意味を理解してほしいと思っています。

ロータリアンの自覚を促すロータリーの徽章

そんなわけで、私は皆さんがロータリーの徽章を着け、その

意味の認識を広めてくださるようにお願いしています。徽章を着

ければ心構えが変わる、と私は信じています。言葉を選び、行

動に気を配るようになるでしょう。そして何よりも、世の中のため

のロータリアンであるという自覚を持つようになるでしょう。

私たちは常に、ロータリーについて人々に伝える用意をして

おくべきです。誰かにロータリーの徽章のことを尋ねられたら、

すぐに答えられるようにしておきましょう。ロータリーとは何です

か？ ロータリーは何をする団体ですか？ このような質問に

対して、私たち一人ひとりが明確に答えられる心構えをしておく

ことが大切です。

会員を増やしたい、という理由だけでは、会員候補者のとこ

ろへ行って、入会するよう頼むわけにはいきません。私たちは

その人に、ロータリーが本当に素晴らしい団体であり、ロータリ

ークラブに入ることでより幸せになれることを伝えなければなり

ません。

自分がロータリーから受けた恩恵を伝えるために

ロータリーに入会するよう人に勧めることは、その人のために

なることでもあります。私たちは皆、ロータリーへの入会を勧め

てくれた人に感謝していると思います。私自身も、ロータリーの

おかげで、人生がより幸せで、実り多いものとなりました。八潮

ロータリークラブに入会した日が、人生においてそれまでとは

異なった方向に歩む第一歩となった日であることは間違いあり

ません。その日から私は、人とのつながりがさらに広がり、より

満足が得られ、充足感と平和に対するより深い意識を求めるよ

うになったのです。

私はいつも、この気持ちをぜひほかの人たちに伝えたいと

思っています。新会員を連れてくるのもその方法の一つです。

ただしそれは、ロータリーとその活動の認識を高めることで、ま

た、ロータリーの公共イメージに焦点を当て、日々、ロータリー

の徽章を着用することでも、実践されなければならないと思い

ます。


